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まず単離したイヌカタヒバの GAMYB
（ SmGAMYB ）と SmCYP703A 遺伝子
（SmCYP703A）の発現パターンを調べたと
ころ、両者はタペータムと雄性胞子でのみ発
現 し て い た 。 ま た SmGAMYB が
SmCYP703A 遺伝子のプロモーター領域に
in vitro で結合すること、イネの gamyb と
cyp703a3 変異体を用いた相補性検定の結果
から、SmGAMYB と SmCYP703A がイネと
同等の機能を有することを確認した。さらに
GA 生合成阻害剤を処理した個体ではエキシ
ン形成異常が見られ、且つこの異常が GA 処
理により回復した。これらの結果は、少なく
とも維管束植物の発生後には GA がエキシン
形成過程に関与していたことを示唆してい
る。 

１．研究計画の概要 
植物生長ホルモンであるジベレリン（GA）
が生殖にも重要な役割を果たしていること
は古くから指摘されており、実際に、種なし
ブドウの作出などに用いられていることは
広く知られている。にもかかわらず、GA が
生殖にどのように関与しているかの分子レ
ベルでの解析はほとんどなされていない。
我々はイネの GA 関連変異体を数多く選抜し、
その変異に関与する遺伝子の機能を解析す
ることにより、イネにおける GA の生合成や
信号伝達の研究を行っている。この過程で、
我々は GA がイネの雄性生殖器官の発達と受
粉能力に必須であることを見いだした。本研
究はこの現象に着目して、「GA が雄性生殖器
官の発達と受粉能力にどのように関与する
か」を明らかにすることを目的とする。  

３．現在までの達成度  
２．研究の進捗状況 ②おおむね順調に進展している。 
GAMYB は大麦のアリューロンにおいてジ
ベレリン（GA）応答遺伝子群の発現を制御
する転写因子として同定された。これまでの
本研究プロジェクトの成果から、イネを用い
た解析から、GAMYB が脂肪酸代謝酵素
CYP703A3 の遺伝子発現を誘導することで、
花粉表面のエキシン形成に関与することが
明らかにされている。一方、我々は GA 受容
システムの確立と進化についても研究を進
め、GA 受容システムは維管束植物の発生後
に誕生し、その後、広く高等植物に保存され
ていることを明らかにしてきた。そこで本年
度の研究では、GAMYB の制御によるエキシ
ン形成制御機構も維管束植物間で保存され
ているかを、小葉類イヌカタヒバ (S. 
moellendorffii)を用いて検討した。 

（理由） 
以下のような重要な発見を行ったから。 
GA 合成遺伝子の変異様式の異常を分子生
物学的に解明した（Plant Cell, 2007）。 
GAMYB が葯、特に小胞子・花粉の発達に
必須であることを証明した（Plant Cell, 
2009）。 
本特定領域研究において支援班の活動の一
環として LMD により特異的に単離された小
胞子/花粉細胞とタペート細胞の葯発達ステ
ージごとの発現プロフィルを作成した
（ Plant Cell Physiol., 2008; Plant Cell 
Physiol., 2008）。 
 
 
 



４．今後の研究の推進方策 
 
平成 21 年度 
(1) 雄性生殖細胞発達過程において、
GID1/DELLA による GA受容を経てどのよ
うな機構により実際の転写制御を司る
GAMYB 転写因子に信号が伝達されるかに
ついて、生化学的・分子生物学的・分子遺
伝学的手法を用いて解析する。 

(2) これまで明らかにしてきたイネ雄性生殖
細胞発達過程における GID1/DELLA によ
る GA 受容機構が現在確認されている GA
受容機構を有する最古の生物と考えられる
シダ植物の一つであるシラジェニラにおい
ても保存されているかについて、関連する
類似関連遺伝子の単離やその機能解明を通
して解明する。 

(3) 本特定領域研究において支援班の活動の
一環として LMD により特異的に単離され
た小胞子/花粉細胞とタペート細胞の葯発達
ステージごとの発現プロフィルを利用して、
イネの減数分裂特異的異な遺伝子群を探索
し、それらの機能について網羅的に解析す
る。 

 
平成 22 年度 
(1) 21 年度に引き続き、雄性生殖細胞発達過
程において、GID1/DELLA による GA 受容
を経てどのような機構により実際の転写制
御を司る GAMYB 転写因子に信号が伝達さ
れるかについて、生化学的・分子生物学的・
分子遺伝学的手法を用いて解析する。 

(2) 21 年度に引き続き、イネ雄性生殖細胞発
達過程におけるGID1/DELLAによるGA受
容機構が現在確認されている GA 受容機構
を有する最古の生物と考えられるシダ植物
の一つであるシラジェニラにおいても保存
されているかについて、関連する類似関連
遺伝子の単離やその機能解明を通して解明
する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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